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 本研究では，ラット海馬分散培養系に細胞外電位多点計測系を組み合わせて，神経回路網にお
けるネットワーク構造の変化を定量的に解析した．また，ネットワークのグラフ構造を指標とし
た定量解析とサブネットワークの解析により，神経回路網におけるネットワーク構造のより詳細
な理解を試みた． 
神経回路網において観察される自発性電気活動のスパイク発火数をもとに電極間の結合強度を
見積もり，64電極の配置に対応したノードを持つマップに神経活動パターンを表現して，この
機能的結合ネットワークのグラフ構造を平均次数，クラスタリング係数，次数相関係数，平均最
短経路長をパラメーターとして定量評価した．次数相関係数は負の値となり，ネットワーク中で
は，リンク数が異なるノード同士がネットワーク中で結合している傾向を示したが，これは脳に
おける大局的な領野間のネットワークにも多く見られる構造であった．平均最短経路長の値は培
養日数依存的に増加傾向にあり，ネットワークの拡大と疎なネットワークの形成が示唆された． 
 神経回路網のネットワーク構造の解明のために，神経回路網におけるモノシナプティック結合
とサブネットワークの解析を行った．モノシナプティックの出現率は培養日数依存的にばらつき
が大きくなる傾向があり，培養日数依存的にサブネットワークの出現パターンの数の減少がみら
れた．サブネットワークの再現性においては，DIV31-40 でサブネットワークの再現性は均一化
されるものの，DIV41-50 でサブネットワークの再現率が不均一となることが示された．さらに，
サブネットワークに含まれるモノシナプティック結合の出現率の変化は，DIV41-50の神経回路
網で特定のモノシナプティック結合の再現性が高くなることを示唆した．結果から，情報伝達に
使用される機能的結合の経路（リンク）が培養日数の経過に伴って限定され，選択されなかった
リンクが刈り込まれたことが示唆された． 
培養日数依存的に限定された特定のサブネットワークが形成されることは神経回路網における
情報表現の基盤となる現象である可能性がある． 
